
　
私
は
、
昨
年
12
月
18
日
の
市
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
力

強
い
ご
支
援
を
頂
き
、
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
、
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
使
命
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、
全

力
で
取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

■
地
方
創
生
は
待
っ
た
な
し

日
本
は
、
流
動
す
る
世
界
情
勢
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
巨
額
の
財
政
赤
字
の

解
消
や
、
デ
フ
レ
の
克
服
に
よ
る
経
済

成
長
の
実
現
な
ど
、
積
年
の
課
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
東
京
一
極
集
中
の
傾
向
が

根
強
く
、
地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生
も

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
19
年
２
月
１
日
現

在
と
平
成
29
年
２
月
１
日
現
在
と
を
比

較
し
た
、
直
近
10
年
間
の
総
人
口
の
推

移
を
見
ま
す
と
、
７
８
４
４
１
人
か
ら

７
５
４
４
８
人
へ
と
２
９
９
３
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
14
歳
以
下
の
人
口
が
、

３
０
５
０
人
減
少
し
、
15
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
も
、
４
８
３
２

人
減
少
し
た
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
、
４
８
８
９
人
増
加
し
、

高
齢
化
率
は
、
17
・
３
％
か
ら
24
・
４
％

へ
と
７
・
１
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
総
人
口
が
減
少
し
、

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
本
市
で

育
っ
た
子
ど
も
達
が
、
進
学
や
就
職
を

き
っ
か
け
に
本
市
を
離
れ
て
都
市
部
へ

流
出
し
、
本
市
の
担
い
手
が
吸
い
取
ら

れ
て
い
く
状
態
が
ず
っ
と
続
い
て
来
て

い
る
こ
と
に
、
私
は
非
常
に
強
い
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

■
江
戸
時
代
の
藩
政
と
重
ね
て

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
日
本
の
歴
史

に
鑑
み
ま
す
と
、
江
戸
幕
府
（
国
）
と

諸
藩
（
地
方
自
治
体
）
の
関
係
性
が
想

起
さ
れ
ま
す
。
当
時
は
、
参
勤
交
代
な

ど
の
幕
府
の
命
に
よ
り
消
費
さ
せ
ら
れ

る
費
用
が
、
藩
の
財
政
を
圧
迫
す
る
な

か
、
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
そ
の
た

め
に
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
藩
政

（
市
政
経
営
）
の
至
上
命
題
で
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
遂
行
す
る
に
は
人
材
の
確
保
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、教
育
に
力
を
入
れ
、

藩
校
（
公
立
学
校
）
は
も
ち
ろ
ん
、
私
塾

や
寺
子
屋
な
ど
に
お
け
る
教
育
を
奨
励
し

た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
は
当

時
の
世
界
最
高
水
準
の
教
育
レ
ベ
ル
に

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
に
よ
っ
て
、
藩
主
を
支
え

る
家
老
ク
ラ
ス
（
理
事
者
・
教
育
者
な
ど
）

の
人
材
を
揃
え
て
お
か
ね
ば
藩
が
破
綻
す

る
こ
と
か
ら
、
高
い
視
座
を
持
っ
て
事
に

当
た
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
を
本
市
に
置
き
換
え
た
時
に
、

将
来
世
代
に
ま
で
し
っ
か
り
と
想
い
を

馳
せ
て
、
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
の

産
業
の
育
成
と
、
そ
れ
を
支
え
る
高
い

視
座
を
持
っ
て
課
題
に
挑
む
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
が
、
こ
れ
ま
で
で
き
て
い

た
か
否
か
、
真
摯
に
振
り
返
る
べ
き
時

期
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
愛
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

泉
大
津
に
住
み
続
け
た
い
、
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
心
を
育

む
た
め
の
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

課
題
を
地
域
で
解
決
す
る
よ
う
な
仕
組

づ
く
り
、
そ
し
て
産
業
の
育
成
に
よ
り
、

地
域
に
根
を
下
ろ
し
て
下
さ
る
市
民
を

増
や
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
皆
さ
ま

と
学
び
、
実
行
す
べ
く
、
強
い
決
意
で

挑
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
立
病
院

の
経
営
改
革
、
三
宝
伸
銅
や
市
民
会
館

の
跡
地
の
利
活
用
、
公
共
施
設
を
始
め

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
一
方
で
、

国
際
拠
点
港
湾
を
有
し
、
関
西
国
際
空

港
や
大
阪
市
内
、
近
畿
各
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
に
便
利
な
地
で
あ
る
こ
と
や
、
南

海
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
の
高
架
下

開
発
、
繊
維
産
業
の
集
積
、
歴
史
や
伝

統
文
化
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
や

可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
の

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
や
、
人

と
ま
ち
が
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
根

本
的
な
対
策
を
進
め
、
泉
大
津
の
可
能

性
を
最
大
限
引
き
出
し
て
、「
将
来
に
希

望
が
も
て
る
、
元
気
な
泉
大
津
を
つ
く

る
」
た
め
、
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営

に
係
る
大
き
な
方
針
を
お
示
し
い
た
し

ま
す
。

※

大
き
な
方
針
は
、
４
ペ
ー
ジ

南出市長   所 信 表明

泉
大
津
市
長
　
南
出
　
賢
一

南出市長は、平成 29 年第１回市議会定例会で、市政運営にかかる所信表
明を述べました。
全文は、市ホームページに掲載しています。
問合　企画調整課（市役所４階）

「
将
来
に
希
望
が
も
て
る
、

元
気
な
泉
大
津
を
つ
く
る
」

はじめて
の

こころみ

作　グラフィックファシリテーター　池田いくみ

　「言葉」と「文字」だけでは伝わらない「想い」や「理解」をつなぐ第三のコミュニケーションツールと
して注目される「グラフィック」。今回、グラフィックコーディネーター 池田いくみ氏のご協力のもと、南
出市長の所信表明をわかりやすくお伝えします。

　「グラフィック」でわかりやすく説明！

市ホームページではカラー版を紹介！
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市長が示
合化化や統 合合による公

合 化化・活 化化、インフ
営改革などを実施し、効実

化性性活理理合
廃廃統合合複複

のいあれふとい憩「1

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ののつつたたしし示した つの３３３
広広ののとと体体治治自隣隣近近ややググンンシシソソトトウウアア、、配配正正適適のの設設公共施 のの適正配 、、アウトソーシン やや近隣自治体との広
市市、、入入導導のの度度制制））携携連連民民公公（（ＰＰＰＰＰＰるるけけおおにに営営運運やや備備フラの 備やや運営におけるＰＰＰ（公 連携）） 度のの 入、、市

す。ますりまいきまいててっっ行行をを営営運運政政財財行行なな的的果果効効効率的・ 果果的な行財 運運営を行っていきます。。すすまきいいま政政行効
入導導度制携連連民民公備整整
広ののと治治隣近ややグググンシシソソトトウウア、置適のの設設施共

」りくづちま

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ののの 志志志
のの務務業業るるよよにに携携連連域域広広域連連携による業務の
経経なな的的本本抜抜のの院院病病立立市市 病病院の 本本的な経抜抜立市
のの業業るるよよにに携連連域域域域広広広

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。すまきい
り取のめたるえ変にちまの心安・全安るれさ先
歩、らかちまの先優性便利、先優車、にらさ
化業事、し保確を算予てし用活をどな」金基う
事たれさ案立画企でこそ、し設創を場るす議協
りくづ域地、がちた生学や表代の域地、たま

。すまきいてし進推で期長中、をみ
と緑にいぱっいちま、やりくづ園公るえ集がも
生を力活やアデイアのどな者業事間民や民市

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

てめ進で期長中、をみ組り
優がィテニュミコや者行歩

。すまきいてし援支を
ろばんが「、はていつに業
ら自ていつに来未の市やり

組り取のめたすや増を花と
誰、れさ愛に域地、しか生

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な入導の発開力能

、をりくづ境環のめ

」りくづ人

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

材人の間民、たま
め進てし携連と域地
をツーポスや化文

歳０「2

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。すまし示おを性向方のそ、い行を究研・査調
、もていつに食給校学中、らか点観るす援応を性
担負事家、たま、らか点観の育食るす対に徒生の
。すまし施実を育教む育を観業職や夢の来将、志
育を力く抜き生、し出き引限大最を性能可のちた

、らがなし携連と関機育教や材
。すまめ

たすば延を命寿康健、し興振を

人の歳001らか歳

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に気元を済経域地「3

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

調るす関に法方施実
性女く働、し減軽を
の期長成、にらさ
志や心徳道、育教む
たもど子、りよにど

」

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。すまし現実てし携連と関機係関、者業事間民を設創の」所
場るす有を能機の育教と育保「」所場く働な様多「るなと能可が立両の
事仕と庭家、と消解の題課るす関にどな護介や児育るいてえ抱が性女
のく多るいてっ思といたき働、めたるす援応を躍活の性女、にらさ

。すまきいてけかき働に者業事間民、国や府阪大て
け向に現実のンイザデドンラグのそ、き描をンョジビのめたるすとア
リエるきで出創を業産型献貢会社やーャジレ湾港、つか、りなと産財
の民市、はていつに域地港旧びよお区地スクッニェフ津大泉、たま

。すまきいてし設創を度制プッシンータンイのへどな体団りくづ
ちまや業企、めたすざめをりくづちまるれま生がンョシーベノインプ
ーオ、り興が働協な様多、てしか生をどな産財的知、化文、史歴の域地

。すまきいてし設開を口窓プ
ットスンワ、しざめを立確の制体トーネィデーコルタートるすトーポ
サてし貫一でまる至に備整の境環業起らか成育家業起、や致誘業企

　　　　　　

　　

　　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

　

 　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

泉な気元、るてもが望希に来将「

取な主の度年92成平

図
を
成
育
の
材
人
る
な
と
核
の
化
性

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

　

 　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

１り

２り２彩

１く１が１顔１笑１の１民

」るくつを津大泉

り
く
づ
ち
ま

彩２用
り
く
づ
と
ひ
う
あ
び
学

進
推
の
導
指
習
学

用２
活活

２
を
器
機
Ｔ
Ｃ
Ｉ
●

導
指
習
学
た
し
用
活
を
器
機
Ｔ
Ｃ
Ｉ、
し
備
整
を

イ
ワ
ホ
ト
ッ
ネ
グ
マ
や
ー
タ
ク
ェ
ジ
ロ
プ
に
校

う
行
を
備
整
境
環
の
め
た
の
上
向
力
学
の
徒

と
」
業
事
備
整
材
教
Ｔ
Ｃ
Ｉ
校
学
中
・
小
「

く
づ
ち
ま
る
れ
ふ
あ

民１
市
て
せ
わ
合
を
力

ていつに組取

成
育
の
材
人
る
な

と
核
の
化
性
活
の
域
地
●

活
の
域
地
、
し
助
補
を
用
費
の
そ
、
に
ど
な
合
場
る
す

と
う
ぼ
学
を
み
組
り
取
な
的
進
先
に
も
と
と
員
職
が
ん

さ
皆
の
民
市
、
め
た
る
す
進
推
を
化
性
活
の
域
地
、
て

し
と
」
業
事
援
支
成
育
財
人
域
地
り
く
づ
津
大
泉
な
気

元
「、
ら
か
と
こ
る
あ
で
欠
可
不
が
在
存
の
ー
ダ
ー
リ
る

け
お
に
域
地
、
は
に
め
た
る
く
つ
を
津
大
泉
な
気
元
　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

　

 　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

 

ち
ま
の
一
本
日
量
書
読
●

い
て
っ
図
を
上
向
の
欲
意
書
読
の
も
ど
子
む
進

し
布
配
に
生
学
小
の
内
市
、
て
し
成
作
を
帳
手

立
市
、
て
し
と
」
業
事
帳
手
書
読
「、
に
的
目

力
る
き
で
現
表
え
考
ら
自
、
め
高
を
力
彙
語
り

ざ
め
を
」
り
く
づ
ち
ま
の
一
本
日
量
書
読
「
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ど
こ
仮
（「
●

定
認
す
び
え

月
４
年
03

応
に
階
段
達

童
児
機
待

る
す
関
に
上

る
あ
で
ス

し
新
た
し
用

向
の
力
て
育

、
ザ
ラ
プ
祉

開
に
月
４

り
く
づ
ち

。
す
ま
き

が
れ
離
字
活
、
し

書
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、
う
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れ
慣
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た
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。
す
ま
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ド
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ボ
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、
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す

備

ま
き
づ
つ
へ
ジ
ー
ペ
次

整
の
」
園
も
ど

定
認
す
び
え
）
称
仮

。
す
ま
め
進
を
備
整
の
」
園
も
ど
こ
定

）
称
仮
（「
る
な
と
目
園
３
立
公
て
け
向
に
園
開
の

成
平
、
め
た
う
行
に
的
体
一
を
育
保
・
育
教
た
じ
応

発
と
長
成
の
も
ど
子
の
前
学
就
、
び
よ
お
消
解
の
童

援
支
上

の
力
て
育
子
の
域
地
や
庭

。
す
ま
し
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いたき頂てじ感に近身とっもを力魅のノアピとトールフ、はでトーサンコの回今
んな…しいなけいはトーサンコてれ連を供子？のいなゃじりかば曲いなら知！
ンコのクッシラク？かうょしでがかいは間時な敵素るで奏でノアピとトールフ、に

）師講別特学大子女蔭樟阪大、ノアピ（氏子重華木鈴

よみがえる 泉穴師神社の美
平成の大修理を終える

3 年間におよぶ修復工事を終え、美しくよみがえった本殿
（国の重要文化財）などを公開します。合わせて、飯ノ山だんじ
りも公開します。

日時　4月 29 日㈷　午前 10 時～ 11 時 30 分ごろまで
場所　泉穴師神社 ( 豊中町 1-1-1)
解説　①午前 10 時 10 分～　②午前 10 時 40 分～、だんじり見学は

随時
講師　丸石暢彦氏 (公益財団法人文化財建造物保存技術協会主任技師 )
内容　泉穴師神社の社殿、飯ノ山だんじりなどの公開
備考　小雨開催　※警報発令などにより中止する場合あり

2．平成大修理完成記念企画展
　  「甦る泉穴師神社～平成大修理のすべて～」

平成 26 年度から 3年間の修復作業を終
えた社殿や、飯ノ山だんじりなど公開。

○市立織編館ギャラリー
期間　4月 29 日㈷～ 5月 21 日㈰
場所　テクスピア大阪 1階
開館時間　午前10時～午後5時(入館は午後4時30分まで)

水曜休館
問合　生涯学習課（市役所３階）
　
○桃山学院大学　学院史料展示コーナー
期間　5月 24 日㈬～ 6月 27 日㈫
場所　桃山学院大学聖ペテロ館 2階（和泉市まなび野 1-1）
開館時間　午前9時～午後5時 (入館は午後4時 30分まで )

土・日曜日、祝日閉室
問合　桃山学院大学（☎54・3131）

めざす姿：暮らしに文化・芸術・スポーツが息づくまち

「いいね！」で、広まる泉大津ファンの輪
泉大津市フェイスブックに
ついて詳しくは、泉大津市
HPをご覧ください！

泉大津市フェイスブック→

泉大津市公式フェイスブックに
「いいね！」してね！

市の取り組みやイベント情報など旬
の話題をお届けします。おづみんの
情報もいっぱい＠・・＠／

　　神社の歴史や文化財の紹介と、
　　修復工事の様子についてパネルなどで展示します。

１．平成 29 年度文化財の公開　本殿など
　　「甦る泉穴師神社～平成大修理のすべて～」

泉大津市・桃山学院大学連携事業

4/29
完成披露

パネル
展示
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■南公民館講座一覧
南公民館講座一覧 日　程 時　間 定　員 受講料 内　容

講座を受講するには、受講料（教材費含む）が必要です。みんなで歌いましょう・はじめての苔玉・やまびこ教室・ジュニアリー
ダーは、4 月 16 日㈰午前９時から先着順で受け付けます。申し込み用紙は１講座１人 1 枚配布します。申し込みは、代金
を添えて本人もしくは家族が直接南公民館へ。ただし、定員に満たない場合のみ 4 月 18 日㈫から電話・ファクスでも受け
付けます。なお、申し込み後のキャンセル・欠席については返金できません。

みんなで歌いましょう
～こころに残る歌～
認知症予防講座

５月19日・６月２日・16日・
7月７日
いずれも金曜日（全４回）

午前10時～
11時 30分 先着 20人 400円

懐かしいあの歌、心に残るあの歌
をみんなで歌い、ホッとするひと
ときをすごしませんか。

はじめての苔玉
文化関係講座
（一時保育有）

５月23日㈫ 午後1時 30分
～ 3時 30分 先着 20人

2,100円
（材料費含む）

いつもの日常にちょっとうるおい
を与えてくれる癒しの苔玉を手作
りしてみませんか。

やまびこ教室
青少年健全育成事業
（対象　小学3～6年生）

５月27日㈯～7月 22日
㈯（全5回）

午前10時～
11時 30分
（変動あり）

先着20人 1,800円
（参加費含む）

新しい友だちを作ってチリメンモン
スターをさがそうやクッキングなど
みんなと一緒に楽しみませんか。

ジュニアリーダーに登
録しませんか！
青少年健全育成事業
（対象　中学生～高校生）

５月7日㈰スタート！
（年数回と参加可能
各種講座）

午前10時～
午後2時参加
講座により変
動あり）

先着20人
材料費500
円（参加講
座により別途
参加費徴収）

市内の中・高校生のみなさん！ジュ
ニアリーダーとしてレクリエー
ションや野外学習などのボラン
ティア活動に参加しませんか！

卓球教室
青少年健全育成事業
（対象　小・中学生）

毎週第3土曜日 午前9時 30
分～正午 ー 無料

毎月第３土曜日の午前中に講師の
もと卓球施設を開放しています。
持物　上ぐつ・ラケット（貸出可）

■北公民館講座一覧
北公民館講座一覧 日　程 時　間 定　員 受講料 内　容

講座を受講するには、受講料（教材費含む）が必要です。※上記の講座は、４月15日㈯午前９時から先着順で受け付けます。
申し込み用紙は１講座 1 人 1 枚配布します。申し込みは、代金を添えて本人もしくは家族が直接北公民館へ。ただし定員
に満たない場合のみ 16 日㈰電話・ファクスでも受け付けます。なお申し込み後のキャンセル・欠席については返金できま
せん。（※駐車場が、少ないため自転車・徒歩でお越しください）

すぐに役立つ・ほめる
お片付け講座
（家庭講座）（一時保育有）

5月18日㈭・6月22日㈭、
7月 6日㈭（全3回）

午前10時～
11時 30分

午前 10時～
11時 30分

先着 10人 300円
ワクワクお片付け、捨てられない・
手放せない・原因は何か？お片付
けが、苦手な人をサポートします。

あなたもフラガール
（健康講座）（一時保育有）

５月10日㈬～6月 28日㈬
※5/31はお休み（全7回） 先着30人 500円

腰を落とした独特の姿勢は意外に運
動量があり、シェイプアップにも効
果的で心身ともにリフレッシュ。

気分はパティシエ
（料理講座）

5月 12日㈮・19日㈮
（全2回）　

午前9時 30
分～午後1時 先着16人

先着20人

2,000円
（材料費含む）

焼き上がっていく喜びや楽しみ、
より美味しいお菓子を工夫しなが
ら作ることを学んでみませんか。

手話入門講座
（社会福祉講座 )

5月 13日～ 9月 9日㈯
※6/3・7/22・8/12はお
休み（全15回）

5月 13日㈯～ 3月 10日㈯
第 2土曜日（4月・8月
は休み）（全10回）　

午後1時 30
～ 3時 30分

無料
（テキスト代）
3,240円

「手話を学ぼう・手話で話そう」テー
マに初歩から勉強していくので手
話の経験のない人でも大丈夫です。

卓球教室
（対象　小・中学生）

午前9時 30
分～正午 ー 無料

初めての人でも講師が、基礎から指導し
てくれますので、気軽に来てください。
持物　上ぐつ・ラケット（貸出可）

上記以外に、「子ども体験学習・僕と私のクッキング・ヒップホップ（夏休み実施）」など他にも講座を予定しています。
受講者募集の詳細は広報・市ホームページでお知らせします。予定講座は、講座名・日程・講座内容を変更する場合あり

上記以外に、「パソコン講座」「花梨いきいき大学」など、青少年向けには「友遊スタディ」「わくわく科学教室」などの講
座も予定しています。受講者募集は広報・ホームページなどでお知らせします。

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催します。

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催します。

こけだま

■南公民館講座一覧 ■北公民館講座一覧

文
化
　
　
書
画
　
　
写
真

区分 クラブ名 曜日・時間
楽しい英会話（初級英会話）
LILY CLASS（初級日常英会話）
你好チャイナ（中国語）
楽しいパソコンクラブ
短歌クラブ　「谺」
海友会（詩吟）
詩吟クラブ
書志会（書道）
水墨同好会（水墨画）
写真クラブ
ボナンザ（洋画）
南水彩（水彩画）
絵手紙クラブ
さくら（料理）
友禅（和裁）
西陣（和裁）
よそおい会（着付）
着付ききょうの会
すこやか体操
ヨーガクラブ
ヨーガⅡ
ヨーガⅢ
いきいき気功
健康体操
ベリーダンスサークル
ハワイアンフラ
五月会（民踊）
藤豊会（新舞踊）
少林寺拳法（満５歳以上）
健康太極拳
子どもバレエ（満３歳以上）
モンキーキッズ（子ども体
操（年中・年長児）
ドレミ　（親子体操）
唄うフレンド（カラオケ）
演歌ファミリー（カラオケ）
カラオケシクラメン
民謡　白龍会
大正琴「夢」クラブ
カナリア（オカリナ）
愛唱歌クラブ「カトレア」
泉大津ハーモニカクラブ
筝曲「雅会」
アロハウクレレクラブ
すみれ（手芸）
七宝焼
陶光会（陶芸）
陶楽会（陶芸）
楽しい押絵教室

火
金
第１･３水
第１･３木
第３木
水
日
第１･３･４水
第２･４金
第１･３火
第２･４火
第２･４金
第１･３火
第１水
第１･２･３木
第１･２･３火
水
第１･３水
火
木
水
第１･２･４土
第２･４水
木
第１･３水
第２･４金
金
第１･２･３木
水･土
第１･３･４土
金
第１･３･５火

木
火
第１･２･４木
土
第２･３･４日
第１･３木
木
第２･４･５金
第１･３金
第２･４木
第1･４金
第２･４金
木
第２･３土
木
第４土

午後７時～
午後１時30分～
午後７時～
午前10時～
午後１時30分～
午後２時～
午前９時30分～
午前 9時～
午前９時30分～
午後７時～
午後１時30分～
午後１時30分～
午前 10時～
午前９時30分～
午前９時30分～
午前９時30分～
午前９時30分～
午後１時30分～
午前 10時～
午前９時30分～
午後１時～
午後１時30分～
午後１時30分～
午後２時～
午後１時30分～
午前 10時～
午後１時30分～
午後７時～
午後６時30分～
午後１時30分～
午後 4時～
午後3時 40
分～
午前10時～
午後１時30分～
午後１時30分～
午前 10時～
午後１時～
午後１時～
午後７時～
午前10時～
午後１時30分～
午前９時～
午後１時30分～
午後１時30分～
午後１時～
午後１時30分～
午後１時～
午後１時～

料
理

服
飾

体
操
・
踊
り

体
操
・
踊
り

音
楽

手
工
芸

文
化

区分 クラブ名 曜日・時間
歴史クラブ
囲碁クラブ
こひつじ（手話）
ア ミ ー ゴ（マジック）
みどり会（短歌）
俳句あおひさご
楽しい英会話＜YAK＞
子ども英会話
あすなろ詩吟　
春日詩吟
小津詩吟
上條吟遊会
硯　会（書道）
香友会（書道）
墨彩会（墨絵）
アベカァル（洋画油絵）
上条洋画
ピクチャークラブ（絵画）
絵手紙
有 泉 会（色紙絵）
雅   会 （茶道・裏千家）
桜  会 （茶道・煎茶）
マーガレット（ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ）
着付け
フライパン（料理）
エプロン（料理）　
パテスリー（洋菓子）
陶 友 会（陶芸）
七 宝 会（七宝焼）
うたごえ（カラオケ）
野 ば ら（カラオケ）
ハミング（カラオケ）
藤 美 会（日本民謡）
琴 泉 会（大正琴）
アルハンブラ（ギター）
辻野家音頭愛好会（音頭）
ミッキーマウス（親子体操）
ピーターパン（子ども体操）
キッズダンススマイリー（ダンス）
アンパンマン（子ども体操）
ダンスクリエイション（創作ダンス）
ひ ば り（ソフトエアロ）
ひ ま わ り（ソフトエアロ）
太極拳クラブ
気功クラブ
球友会（卓球）
卓友会（卓球）
赤 い 靴（社交ダンス）
エ ン ゼ ル（社交ダンス）
藤 泉 会（新舞踊）
沖縄踊りの会（琉球舞踊・歌）
一二美会

月２回 火
木・日
土
金
月２回水
月１回日
月４回水
月４回土
月４回水
月４回木
金
火
月３回火
月３回火
第２・４水
月２回火
月３回木
第１・３火
第２木
第３木
火
第２・４火
第３火
月３回土
第１・３火
第２・４木
第４金
月４回火
第２・４木
月４回水
月４回土
日
月３～４回水
月４回水
月４回土
月1回日
第２・４金
月３回火
水
月３回金
月４回水
月４回木
月４回木
月４回日
日
木
土
金
土
月４回土
月４回火
月４回火

午後１時30分～
午後１時～
午後１時30分～
午前９時30分～
午後１時～
午後１時～
午前10時～
午後１時～
午後１時～
午後７時～
午後７時～
午後７時～
午前９時30分～
午後７時～
午後２時～
午後１時30分～
午前９時30分～
午後１時30分～
午後１時30分～
午後１時30分～
午前９時～
午後１時～
午後１時～
午後2時 30分～
午前９時30分～
午前９時30分～
午前 9時～
午後１時30分～
午前 10時～
午後７時～
午後２時～
午後２時～
午後１時30分～
午後１時～
午前10時～
午後１時～
午前10時～
午後2時～
午後３時30分～
午後３時20分～
午後７時30分～
午前10時 15分～
午後１時～
午後１時30分～
午前 10時～
午後６時30分～
午後１時～
午後６時30分～
午後６時30分～
午前９時30分～
午後２時～
午後６時45分～

書
画

茶
華
道
服
飾

料
理

音
楽

手
工
芸
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